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令和７（2025）年度 法学研究科 博士前期課程一般入試 語学試験（英語） 

〇 出題の意図 

今年度の法学研究科博士前期課程一般入試における外国語試験（英語）の出題意図は、法学の

研究に必要不可欠な外国語運用能力の評価するところにあった。すなわち、現時点でアドミッショ

ン・ポリシーに適合する基礎的な外国語能力を備え、入学後にカリキュラム・ポリシーに基づく教育

を受けることで、ディプロマ・ポリシーに掲げる高度な研究能力を修得できる外国語の素養を持つ

合格者を選抜するところに、今年度の外国語試験の出題意図がある。本研究科は、法律学に関す

る基礎的な学力を備え、法的問題について多様な意見や立場を理解しながら検討することができ、

さらに高度な知識と研究手法を身につける意欲と態度を有する学生を受け入れることをアドミッショ

ン・ポリシーとしている。そして、教育課程の編成および実施にあたっては、学生が法律学に関する

高度な専門知識と研究手法を体系的に修得できるよう、理論的・実践的な両面からの指導を行うこ

とをカリキュラム・ポリシーとしている。また、学位の授与に関しては、次の学修成果を備えているか

を総合的に判断することを、ディプロマ・ポリシーとして掲げている。すなわち、①専攻分野におけ

る高度な知識または専門職業に必要な知識を有していること、②研究課題に対して適切な方法で

取り組む能力を有すること、③法的問題を主体的に分析・研究する能力を備えること、④研究倫理

を遵守する姿勢を有すること、の４点である。法学の研究において、外国語の能力は極めて重要で

ある。法学研究は、国内法だけでなく外国の判例・学説など、多様な情報源を参照することを前提

とする。そのため、外国語で書かれた論文や判例を正確に理解する読解力は、研究活動の基礎

的条件となる。今年度の外国語試験では、こうした法学研究に必要な外国語運用能力を測定する

ため、法学分野を中心とした外国語の文章の読解を通じて、受験者の語彙力、文法・文意理解を

問うた。今年度の出題は、単なる語学力の確認にとどまらず、法的思考を支える分析的読解力や、

学術的文章を正確に理解する力も評価することで、研究者としての成長可能性と学問的基礎力を

併せもつ学生を選抜することを、意図したものであった。 

〇 解答又は解答例 

解答例は複数かつ多様であり、一義的な解答例を示すことは極めて困難であるため、採点時の観

点について説明することで、上記出題意図を補足する。採点に際しては、出願者が法学研究に必

要な外国語能力を備えているかを中心に評価した。すなわち、外国語の内容を正確に理解し、学

術的な文脈を踏まえて文章全体の論理構造を的確に把握できたか、また、語句や文法の理解が

正確で、文意を正しく把握できているかが重視される。文章全体の論理や文意を把握する力、す

なわち分析的読解力と理解の深度は、特に重要な採点時の観点である。このように、今年度の採

点に際して重視された観点は、現時点でアドミッション・ポリシーに適う外国語能力を備え、今後の

学修を通じてディプロマ・ポリシーの到達目標を達成し得る能力が答案に表現されているかであり、

読解の正確性、理解の深度、文意の把握力なども考慮して、総合的に採点を行った。 




